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第６回地域交通分科会 会議録（案） 

日時 平成 30年 6月 24日（日）13：00～14：45 

開催場所 上郷地区センター 中会議室 

出席者 委員：芦川委員長、吉田委員、内田委員、難波委員、杉山委員、平川委員、河野

委員、安本委員、田辺委員、福島委員、森田委員、和田委員、 

見上委員 

オブザーバー参加者：4人 

事務局：栄区区政推進課（3名）  

    横浜市都市整備局地域まちづくり課（1名） 

横浜プランナーズネットワーク（2名） 

欠席者 鈴木委員、岩澤委員、髙橋委員、吉井委員 

議題 

１．移動状況に関するアンケート調査の集計結果報告と意見交換 

２．分科会後に提案されたルート案の取り扱い確認 

３．地域におけるバス利用促進活動の意見交換 

内容 

 

■分科会リーダーの選出 

前年度リーダーの難波委員を引き続きリーダーに選出する。 

難波委員の出席が遅れたため、その間は前委員長の吉田委員が代行を務めた。 

 

■各議題の意見交換 

リーダー及び事務局より関係する資料の説明の後、意見交換を行う。 

 

１．移動状況に関するアンケート調査結果について 

・高い回収率で、関心度が高いことが確認できた。 

・新路線の利用予測をする上で、貴重な調査結果だと思う 

 

２．ルート案について 

・昨年度検討した案をベースに、引き続き議論したい。 

 

＜新バス路線の利用者について＞ 

・通勤通学世代と高齢世代では利用時間帯が違う。新バス路線の新設を目的とし

たルートを決めたい。 

・若い人を念頭においたルート案の検討でないと、地区の発展性が無い。 

⇒アンケート対象者は高齢者に限定していない。10～70 歳代までと幅広く、多

世代の意見を反映している。 

 

＜ルート案について＞ 

・バスルートは、上郷公田線の上部利用区間だけで良いのか、 

⇒延伸希望はあるが、当分科会は上郷公田線の供用開始に伴っての諮問なので、

取りあえずこの区間はバス路線が必要だと区長に提案するのが目的である。 
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・ルート案は、目的地（駅）を想定して考えるべきである。本郷台駅が妥協点とは

思うが、議論の経過が見えない。年寄りだけの利便性になってしまわないか。 

⇒道路は桂町で終わっているが、栄区の玄関である本郷台駅に繋げたい。 

⇒未来を考えると戸塚、大船、金沢文庫ルート案もある。 

⇒アンケート調査から、区の玄関としての本郷台駅利用希望が潜在的にあるこ

とがわかった。他の連合に報告した際、区役所・病院利用などの利便性を望む

声も多かった。（区） 

・長倉町でもアンケートをしたが、港南台駅利用がやはり多かった。 

各町会で意見は異なるだろう。アンケートだけの要望では港南台駅利用の結論

になるが、当分科会の目的及び本郷台駅を起点とした区のまちづくり・まちの

活性化の方向を見据えて検討する。 

 

＜今後の進め方・スケジュール＞ 

・道路構造にも影響することなので、早めに新バス路線の新設を区役所経由で関

係機関に要望したい。 

・ルート案は、あと 2 回位でまとめる。3 月と言わないで 12 月末までにまとめて

区長に提出したい。 

・庄戸内は現バス停留所をそのまま使う案でないと実現性が無いと思う。 

・先取りして次の活動を進行させていく。 

・ルート案は絞った方が良い。 

⇒来年度、需要調査を予定している。ルート案絞り込んだ方が正確な結果が出

てくる。 

・住民対策が必要なら地元も早めに対応したい。しかし、新バス路線は道路上を走

るので、他連合町会は直接には関係しないのではないか。 

 ⇒他地区へも情報は提供していきたい。（区） 

・上郷公田線の上部にバス路線新設を検討するという条件でルート案を修正・提

示してアンケート調査をするのはどうか。 

 

＜環四の渋滞対策について＞ 

・環四の渋滞対策はどのように考えているのか？ 

 ⇒昨年度の本分科会の要望事項の一つとしている。 

  関係機関が受け止めて、連携して対応してくれることを期待したい。 

⇒当委員会以外からも意見を頂いているので、担当部署とも連携していきたい。

（区） 

 

＜その他＞ 

・バスだけではなく、環状南線の上部利用で大船駅までのモノレールの延伸など

を検討してもらいたい。 

 ⇒何年も前に地域で検討して要望書を出したが、当地区へのモノレールの導入

はないと市からの回答があり、バスルートの検討に至っている。 

 ⇒本委員会は当面のまちづくりの取組みであるので、別案件と捉えていただき



3 
 

たい。 

３．バス利用促進活動について 

・路線バスは約 7割の路線が赤字で、利用促進の取組みが重要となる。（区） 

・路線バスの新設を前提に検討している。コミバスを並行しては考えはない。 

 

＜結論＞ 

・諸条件を考慮して、今後 2回位の分科会でルート案を絞っていく。 

 

 

●次回について 

・日程は、9月下旬頃を予定。 

・バスルート案を、2～3案に絞りたい。 

・時間不足であったので、バス利用促進の取組について意見交換したい。 

資料 ・次第 

・平成 29年度の移動状況に関するアンケート調査結果について（報告） 

・バスルート案 

・横浜市道路局 路線バスの基礎知識 

・（参考資料）地域におけるバス利用促進活動事例 

 


